
もりの駅
　かまど炊房で炊かれた地元産米の食事が味わえる。また、地元で採

れた野菜や手作り品、地酒なども販売している。

湖南市東寺4丁目3-3

0748-77-4694

10：00～15：00

月曜日

年末年始

所 在 地

T E L

営業時間

定 休 日

十二坊温泉 ゆらら
　多重浴室、バーデプールのほかレストランを備えた子どもから高齢者ま

で気軽に利用できる心と身体のヘルシースポット。

湖南市岩根678-28

0748-72-8211

10：00～21：00

屋内施設有料

火曜日

年末年始

所 在 地

T E L

営業時間

施 設

定 休 日

東海道石部宿まつり

幕末当時にタイムスリップし、その当時の体験が出来るイベントを開催。石

部宿は、東海道五十三次の五十一番目の宿場町で、東海道の往来とお伊

勢参りの道筋として栄えた。イベントでは、「湖南市のよあけ」と題した夢街

道行列、かごかきレースなどが繰り広げられます。

湖南市夏まつり

8月6日、湖南市野洲川親水公園で行われた湖南市夏まつりでは、江州音

頭、歌謡ショーのフィナーレに1,500発の花火が打ち上げられました。

うつくし松フェスタ

湖南市の観光名所の一つである、うつくし松自生地のほとりで、いろいろなイ

ベントや模擬店などで秋の一日を楽しめます。

東海道五十一番目　石部宿
石部は古くから伊勢へ参る街道として多くの人々が行き来していました。関

ヶ原の戦いの後、徳川家康は大阪への兵を進めやすくするために東海道を

整備しました。石部には、幕府直轄の二つの本陣が置かれ、全盛期には

216軒の商家や62軒の旅籠が並ぶ、東海道五十一番目の宿場町として栄

えました。石部は、京から江戸へ向かう旅人が最初に泊まるのに都合が良

かったのです。それは、草津宿は京から出発して泊まるに早過ぎ、水口宿で

は遠すぎたからです。

雨山文化運動公園内にある「宿場の里」では当時の街並みが再現されて

います。また、旧東海道を歩くと当時の街並みの名残が所々見られ、幕府

直轄であった小島本陣の石碑が建立さ

れています。

平成17年度　湖南市観光物産協会事業予算
収入の部

項　　　　目

1.

2.

3.

4.

5.

900�

900�

�

9,180�

9,180�

10�

10�

610�

280�

300�

30�

619�

619�

11,319

0�

0�

�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0

0�

0

�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0�

0

個人150口×2,000円

法人120口×5,000円

観光物産協会補助金

講座、その他参加料

にごり池外灯管理料（15灯）

名刺台紙、利息

繰入金

900�

900�

�

9,180�

9,180�

10�

10�

610�

280�

300�

30�

619�

619�

11,319

会費

市補助金

寄付金

雑入

繰入金

合　　　　　　計

1.会費

1.市補助金

1.寄付金

1.受講料

2.管理料

3.その他

1.繰入金

本年度予算額 前年度予算額
前年度決算額
(参考)

比　　　　　較
(予算額) 摘　　　　　　要

支出の部

項　　　　目

1.

2.

3.

1,000

300�

400�

150�

150�

10,250�

10,250�

�

�

�

�

69�

69�

11,319

0�

0�

0�

0�

0�

0

0�

0�

0�

0

0�

0

0�

0�

0�

0�

0

�

0�

0�

0

総会、役員会議費

各種団体負担金

観光魅力発信事業(キャンペーン)

イベント・物産展事業

観光宣伝情報発信事業

観光地施設維持管理事業

観光案内看板設置・修繕事業

1,000

300�

400�

150�

150�

10,250�

10,250�

�

�

�

�

69�

69�

11,319

総務費

事業費

予備費

合　　　　　　計

1.会議費

2.事務費

3.旅費

4.負担金

1.事業費

1.予備費

本年度予算額 前年度予算額
前年度決算額
(参考)

比　　　　　較
(予算額) 摘　　　　　　要

平成17年度　湖南市観光物産協会事業計画

記

  湖南市観光物産協会の発足に伴い、本年度については、観光客の誘致をする
うえでの必要不可欠な観光道案内事業としての観光案内標識や観光案内板
の再構築、また観光パンフレット・ホームページの発信等に早急に取り組み、観光
客の利便性に努めていきます。また、国宝をはじめとする歴史的な資産や豊かな
自然・体験・特産品等を活用した春夏秋冬の観光モデルコースに参加・体験型
の観光事業の創出により、多くの来訪者を快適に周遊できるよう取り組みます。
紅葉の映える秋には、国宝を活かした観光キャンペーンを実施し、県内外より多
くの観光客の誘致に努め、湖南市のＰＲ・地域の活性化を図り、地域社会の発展
に寄与するものとし、下記の事業を展開します。

１．観光宣伝情報発信整備
   ・観光パンフレットの作成・ホームページの発信情報・名刺台紙の販売
２．受け入れ体制整備を充実
   ・観光案内板整備・観光ボランティアガイドの育成・観光地の整備・清掃等
３．秋の観光キャンペーンの実施
　 ・11月12日（土）～11月27日（日）の期間中、もみじまつりも開催し、国宝を
　　　はじめとする湖南市の観光キャンペーンを展開します。
４．観光・物産集客イベント等の開催
   ・さくらまつり等　　　・特産品を活用した体験教室等
５．協賛事業
   ・湖南市夏まつり（8月6日）　　・東海道石部宿まつり （11月20日予定）
６．広域観光の連携事業
   ・甲賀広域観光振興協議会事業に参画
　　・伊賀・甲賀広域連携事業協議会に参画
７．その他
   ・会員研修

　湖南市観光物産協会では、国宝をはじめとするすばらしい観光資源を活かし、より

一層観光に力を注ぎ、市の活性化を図っていきたいために、市民の皆様方に会員募

集をしています。会員としてご賛同いただける方は、湖南市観光物産協会までご連

絡下さい。

●法人会員
円5,000年額

●個人会員
円2,000年額

湖南市観光物産協会会員の募集

湖南市観光物産協会
ＴＥＬ0748-71-2331　ＦＡＸ0748-72-7964
(湖南市商工観光課内)

お問合せ

お問合せ

観光ボランティアガイド「あ・ゆ・む」では、現在15名で下記の活動を
しています。

①観光協会の事業参画
②各種団体等の連携
③湖南市を広範囲に歩き、良いところの発見と調査をする。
④文化財や地域で伝承されているものを調べ学習する。
⑤旧街道を手がかりに、他の地域と交流する。

ボランティアガイドお申し込み
ガイド予定日の2週間前までにお申し込み下さい。
ガイド交通費1,000円をお願いいたします。　
申し込みは下記、湖南市観光物産協会まで。

会員募集
湖南市観光ボランティアガイドを募集しています。あなたも、湖南市に
訪れられる来訪客の夢先案内人になりませんか。観光地等の勉強会
を予定しています。

平成１７年度　観光ボランティア「あ・ゆ・む」事業計画

観光ボランティアガイド　あ・ゆ・む
TEL0748-71-2331（湖南市観光物産協会内）

「もてなしの心を大切に」「わがまちの再発見」
湖南市長　谷畑　英吾湖南市観光物産協会会長　髙畑　松夫

　湖南市観光物産協会会報の創刊にあたり、一言お祝い申し上げます。湖南市

観光物産協会として新たなスタートを切り、湖南市の観光活性化と情報発信に

ご尽力をいただいておりますことに対して感謝を申し上げます。

　　特に今年は、「常楽寺」・「長寿寺」・「善水寺」の国宝建造物を「湖南三山」と

銘打ち、秋の観光キャンペーンを大々的に展開されると聞き、私も大変楽しみに

しております。当地の歴史的遺産や豊かな自然、継承された伝統工芸品や特産

品を活用した観光ルートの開発などにより、湖南市がますます元気づくことを期

待しています。

　　最近の観光トレンドは、心の豊かさを求める傾向が強く、体験・人的交流・もて

なしがキーワードとなっているようです。とりわけ人と人とのふれあいを通して情報

や味覚を提供していく「もてなしの心」は最も重要で、観光地でのもてなしが、口

コミでネット状に広がり、観光客の自然増に繋がるということもよく聞く話です。湖

南市観光物産協会におかれましても、「もてなしの心」ということを念頭に置いた

観光展開を実践していただければ幸いです。

　　最後に、来て良かったと思われる特色ある湖南市の観光物産づくりに期待し、

また、会員の皆様のご支援・ご協力により、ますます当地域の活性化に驀進され

ることを願い、会報発行にあたってのご挨拶といたします。

　初秋の候、皆様方におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

　さて、石部町観光協会と甲西地域観光物産協会を統合し、5月に湖南市観光物

産協会を設立され、初代の会長を仰せつかりました髙畑松夫です。

　　旧甲西地域物産協会の会長に引き続き、新たな湖南市観光物産協会会長に推

挙されましたことに、重責を感じているところであります。会員皆様方のご協力の

もと、湖南市観光物産協会の舵取りをさせて頂きたく考えています。

　　観光物産協会発足後、「常楽寺」・「長寿寺」・「善水寺」を「湖南三山」と称し、各

寺のご協力を得て、11月12日～11月27日の16日間、3カ寺一斉の初の同時公開を

実施することになりました。

　　また、びわこビジターズビューローのご指導も得ながら、JRとタイアップし、全国に湖

南市の名を発信していく計画をしています。特にアーバンネットワークエリア（280駅）

には、駅貼りポスター掲示・駅置きパンフレットを設置し、秋の観光キャンペーンを展

開していく所存です。

　　これを契機に、湖南市の知名度アップが図られ、より多くの来訪客が、市内にある

数々の歴史的遺産や豊かな自然にふれられ、来てよかったといわれる湖南市をめ

ざしたいと考えるとともに、特産品の販売をはじめとする購買力の向上により、地域

の経済活性化に寄与できれば幸いかと考えています。

　　会員の皆様をはじめ、市民の皆様のご理解とご協力を賜り、湖南市観光物産協

会がますます発展いたしますことを願い、ご挨拶とさせていただきます。


